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力
強
く
↓
ハ
ツ
ラ
ツ
と
行
進

　

常
勝
福
井
商
業
を
破
っ
て
、
初
の
甲
子
園
出
場
を
勝
ち
取
っ

た
大
野
高
校
ナ
イ
ン
は
、
八
月
八
日
の
開
会
式
で
堂
々
と
力
強

く
甲
子
園
の
土
を
踏
み
し
め
ま
し
た
。
甲
子
園
で
の
初
対
戦
は
、

二
日
目
の
第
三
試
合
、
茨
城
県
の
竜
ヶ
崎
一
高
と
決
定
。
大
野

市
民
や
県
内
外
か
ら
約
一
万
人
ほ
ど
の
応
援
団
が
大
声
援
を
送

り
ま
し
た
。
持
ち
前
の
堅
守
で
再
三
の
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
ま

し
た
が
、
一
回
戦
突
破
の
壁
は
厚
く
、
惜
敗
し
ま
し
た
。

1
日

午
前
九
時
か
ら
全
校

生
徒
に
よ
る
壮
行
会
。

2
日

午
前
十
時
半
か
ら
甲

子
園
初
練
習
。
初
陣

と
は
思
え
な
い
動
き
で
、
シ
ー
ト

ノ
ッ
ク
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
。

5
日

午
前
九
時
か
ら
野
球

部
後
援
会
の
壮
行
会
。

市
民
や
生
徒
二
百
人
余
り
が
激
励
。

6
日

午
前
九
時
半
か
ら
の

抽
選
会
に
出
席
。
本

抽
選
で
は
、
ナ
イ
ン
が
見
守
る
中
、

山
崎
主
将
が
希
望
し
て
い
た
第
二

日
第
三
試
合
を
当
て
て
ニ
ッ
コ
リ
。

続
い
て
束
ブ
ロ
ッ
ク
の
抽
選
に
移

り
、
対
戦
相
手
に
茨
城
県
の
竜
ケ

崎
一
高
と
決
定
。

　

こ
の
日
発
売
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ラ

ン
バ
ス
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
徹
夜
組

が
で
る
人
気
と
な
り
、
発
売
直
後

に
完
売
。
一
日
発
売
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
列
車
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
百

人
を
突
破
し
て
超
フ
ィ
ー
バ
ー
。

7
日

午
前
中
、
開
会
式
の

リ
ハ
ー
サ
ル
。
午
後

五
時
か
ら
、
宿
舎
近
く
の
鳩
尾
浜

臨
海
公
園
野
球
場
で
練
習
。

　

大
野
高
校
体
育
館
で
は
、
応
援

団
の
一
斉
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
、

応
援
リ
ー
ダ
上
二
十
六
人
、
チ
ア

ガ
ー
ル
三
十
一
人
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
五
十
六
人
と
一
般
生
徒
が
エ
ー

ル
や
応
援
歌
を
練
習
し
て
明
日
の

本
番
に
備
え
ま
し
た
。

8
日

午
前
九
時
、
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
高
ら
か

に
鳴
り
響
き
、
開
会
式
。
大
野
高

校
野
球
部
史
に
さ
ん
然
と
輝
く
一

ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。
「
福

井
県
代
表
、
大
野
高
校
」
。
場
内
に

流
れ
る
こ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
、
ス

タ
ン
ド
で
、
テ
レ
ビ
で
、
ラ
ジ
オ

で
、
目
頭
を
熱
く
し
た
人
が
ど
れ

だ
け
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

出
場
校
中
二
十
四
番
目
に
入
場

し
た
大
野
高
校
。
初
陣
ら
し
く
腕

を
高
く
振
り
挙
げ
、
胸
を
張
っ
た

堂
々
の
行
進
で
し
た
。
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甲子園
第72回全国高校
野球選手権大会

9
日

い
よ
い
よ
戦
い
の
日

を
迎
え
、
大
野
高
校

ナ
イ
ン
が
甲
子
園
に
。
試
合
に
臨

む
と
は
思
え
な
い
明
る
い
表
情
。

　

午
前
十
時
過
ぎ
か
ら
、
六
両
編

成
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
列
車
や
八
十
台

を
越
す
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ス
で
、
ぞ

く
ぞ
く
と
見
慣
れ
た
顔
が
集
ま
り
、

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
入
口
に
は

長
蛇
の
列
。
入
場
と
同
時
に
ス
タ

ン
ド
は
超
満
員
に
膨
れ
上
が
り
、

応
援
の
波
は
一
塁
側
内
野
席
か
ら

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
ま
で
続
き
ま
し

た
。

松村裕一部長

山田栄司監督

福井新聞社提供

▲前列左から野尻大介外野手・山崎利昭左翼手・山崎孝一塁手・正津英志投手・

　

斉藤隆敏二塁手後列左から内山建治内野手・帰山宏和外野手・北川利治外

　

野手・中川秀樹中堅手・久保孝文右翼手・清水秋徳投手・松森大輔遊撃手・生川

　

英邦補手・下村和貴三塁手・山崎光二投手

ト
球
場
入
り
す
る
ナ
イ
ン

卜
少
年
野
球
チ
ー
ム
も
応
援
に

▼入場を待つ大勢の市民

試
合
布
者
竜
ケ
崎
畿
に
惜
敗

　

午
後
一
時
十
分
、
プ
レ
イ
ボ
ー

ル
。
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
T
シ
ャ
ツ

と
メ
ガ
ホ
ン
で
統
一
さ
れ
た
応
援

団
、
ピ
ン
ク
と
黄
色
の
ボ
ン
ボ
ン

を
持
っ
た
チ
ア
ガ
ー
ル
が
、
応
援

に
駆
け
つ
け
た
市
民
と
一

体
と
な
っ
て
大
声
援
。

　

立
ち
上
が
り
の
正
津
投

手
、
気
合
い
が
入
っ
た
ナ

イ
ス
ピ
ッ
チ
ン
グ
。
「
よ

し
、
い
け
る
ぞ
」
。
両
軍
か
に

通
じ
て
の
初
ヒ
ッ
ト
は
、

斉
藤
隆
敏
選
手
が
三
回
表

に
放
ち
、
大
歓
声
。

　

三
回
、
四
回
に
一
点
ず

つ
取
ら
れ
劣
勢
に
立
っ
た

も
の
の
、
二
つ
の
ス
ク
イ
ズ
阻
止
、

生
川
捕
手
の
一
塁
け
ん
制
死
、
送

り
バ
ン
ト
の
併
殺
、
山
崎
左
翼
手

の
本
塁
好
返
球
な
ど
ハ
ツ
ラ
ツ
と

し
た
プ
レ
ー
が
随
所
に
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

七
回
表
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
崎

選
手
が
二
塁
打
、
正
津
選
手
が
送

り
バ
ン
ト
。
久
保
選
手
は
、
チ
ー

ム
ー
の
バ
ン
ト
の
名
手
だ
っ
た
も

の
の
、
相
手
に
見
破
ら
れ
て
山
崎
選

手
は
三
本
間
で
タ
。
ツ
チ
ア
ウ
ト
。

そ
の
直
後
に
久
保
選
手
の
ヒ
ッ
ト

が
で
て
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
か

ら
、
「
惜
し
い
な
あ
I
」
と
た
め
息
。

　

最
終
回
、
総
立
ち
の
応
援
。
期

待
に
応
え
中
川
選
手
が
ヒ
ッ
ト
。

送
り
バ
ン
ト
で
二
塁
。
代
打
の
帰

山
選
手
が
執
念
の
内
野
安
打
、
中

川
選
手
が
一
気
に
ホ
ー
ム
イ
ン
。

気
迫
で
も
ぎ
取
っ
た
一
点
で
し
た
。

▲円陣を組むナイン

福井新聞社提供

▲中川選手、好走塁で得点
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大野高校野球部創部以来、86年目にし

て勝ち取った甲子園出場。長年の悲願達
成に、市民をはじめ関係者の喜ぴもひと

しおといえます。甲子園切符を手にする

までの経過を追ってみました。

　

大
野
高
校
野
球
部
は
、
明
治
三

上
八
年
、
県
立
大
野
中
学
の
開
学

と
同
時
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
交

通
機
関
の
な
い
当
時
は
対
外
試
合

は
な
く
、
定
期
的
な
紅
白
試
合
だ

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
に
な
っ
て
か
ら
は
一
層

盛
ん
に
な
り
、
越
前
電
鉄
（
現
在

の
京
福
電
鉄
）
が
開
通
後
は
、
遠

征
や
対
外
試
合
も
活
発
に
な
り
ま

し
た
。
初
の
公
式
戦
は
、
大
正
十

二
年
の
県
大
会
。
武
生
中
と
対
戦

し
敗
れ
た
も
の
の
、
翌
年
に
は
準

決
勝
に
進
む
な
ど
大
正
末
期
か
ら

昭
和
の
初
め
に
か
け
て
「
大
中
健

児
」
の
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
ス
キ
ー
、
相
撲
部

な
ど
の
活
躍
に
押
さ
れ
、
低
迷
し

ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
に
新

制
高
校
と
し
て
復
活
。
再
三
に
わ

た
り
ベ
ス
ト
四
入
り
を
果
た
し

復
活
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
上

位
進
出
が
出
来
な
い
ま
ま
、
再
び

低
迷
し
、
一
時
は
部
員
が
集
ま
ら

な
い
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
四
月
、
現
在
の

山
田
栄
司
監
督
が
就
任
。
大
野
高

校
野
球
部
O
B
で
も
あ
る
山
田
監

督
は
、
現
役
時
代
は
捕
手
を
務
め

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
信

条
は
「
守
り
を
固
め
る
野
球
」
。
こ
れ

が
徐
々
に
浸
透
し
、
失
点
の
少
な

い
ゲ
ー
ム
を
展
開
す
る
よ
う
に
な

り
、
選
手
に
自
信
が
つ
き
、
た
く

ま
し
い
チ
ー
ム
に
育
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

そ
の
土
壌
を
担
っ
て
い
た
の
は
。

少
年
野
球
で
し
た
。
現
在
、
市
内

に
は
六
チ
ー
ム
あ
り
、
基
本
技
を

中
心
に
徹
底
し
て
指
導
さ
れ
ま
す

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力

を
備
え
、
小
・
中
学
生
時
代
か
ら

北
信
越
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
の

ひ
の
き
舞
台
も
経
験
し
ま
す
。

　

富
田
少

年
野
球
チ

ー
ム
の
キ

ャ
プ
テ
ン

を
務
め
る

阿
部
竜
二
君
（
七
板
）
は
、
大
野

高
校
の
甲
子
園
出
場
に
つ
い
て
、

　

「
す
ご
い
。
一
生
懸
命
練
習
し
て

中
学
で
も
野
球
を
や
っ
て
大
野
高

校
に
入
り
た
い
。
甲
子
園
も
夢
で

な
い
」
と
週
四
回
の
練
習
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　

残
念
に
も
こ
う
し
て
育
っ
た
逸

材
は
、
こ
れ
ま
で
市
外
の
実
力
校

に
流
失
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
「
甲
子
園
に
近
い
」
と
い
う
理

由
で
す
。
父
母
が
話
し
合
っ
て
、

地
元
の
高
校
に
入
学
す
る
よ
う
に

な
り
、
指
導
者
に
恵
ま
れ
た
現
在
、

県
内
の
勢
力
図
を
塗
り
替
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
当
然
の
結
果
だ

っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

昭
和
六
十
三
年
以
降
の
戦
い
ぶ

り
は
、
次
の
通
り
で
す
。

◆
昭
和
六
十
三
年
五
月
北
信
越

　

高
校
野
球
県
大
会

　

I
回
戦
対
大
工
9
－
2

　

2
回
戦
対
武
生
2
－
5

◆
昭
和
六
十
三
年
七
月
全
国
高

　

校
野
球
選
手
権
福
井
大
会

　

I
回
戦
対
丹
南
H
1
3

　

2
回
戦
対
三
国
5
－
4

　

3
回
戦
対
足
羽
2
－
3

◆
昭
和
六
十
三
年
九
月
北
信
越

　

高
校
野
球
県
大
会

　

I
回
戦
対
福
＃
3
－
6

◆
平
成
元
年
五
月
北
信
越
高
校

　

野
球
県
大
会

　

1
回
戦
対
敦
工
5
1
1

　

2
回
戦
対
福
商
O
－
8

◆
平
成
元
年
七
月
全
国
高
校
野

　

球
選
手
権
福
井
大
会

　

1
回
戦
対
鯖
江
O
－
―

◆
平
成
元
年
九
月
北
信
越
高
校

　

野
球
県
大
会

　

2
回
戦
対
武
商
9
－
2

　

3
回
戦
対
福
農
4
－
3

　

準
決
勝
対
丹
生
5
－
0

　

決
勝
対
福
商
8
－
3

　
　

北
信
越
大
会

　

―
回
戦
対
魚
津
6
－
3

　

2
回
戦
対
金
沢
O
－
4

◆
平
成
二
年
五
月
北
信
越
高
校

　

野
球
県
大
会

　

2
回
戦
対
美
方
4
－
0

　

3
回
戦
対
福
＃
I
－
0

　

準
決
勝
対
敦
賀
7
－
6

　

決
勝
対
福
商
O
－
―

　
　

北
信
越
大
会

　

1
回
戦
対
丸
子
実
1
－
2

◆
平
成
二
年
七
月
全
国
高
校
野

　

球
選
手
権
福
井
大
会

　

2
回
戦
対
若
狭
7
－
0

　

3
回
戦
対
福
＃
6
－
4

　

準
決
勝
対
福
農
5
－
2

　

決
勝
対
福
商
8
－
2

▲優勝旗を先頭に市中パレード
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声援を送る大高生

応援に駆け付けた市長、助役、教育長

土壇場で1点、ヤッター．グ

“カットバセー”

　

大高〃



常
陸
宮
隷
下
を
お
迎
え
七
で

全
1
4
1
ス
雌
ト
ヅ
巫
年
犬
会
開
催

－
今
、
輝
く
。
汗
が
、
瞳
が
、
友
情
が
I

六呂師高原

　

第
二
十
八
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少

年
大
会
が
、
八
月
二
日
か
ら
六
日

に
か
け
て
、
六
呂
師
高
原
一
帯
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
、
こ
の
大
会
は

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
促
進
と

活
発
化
を
目
的
に
、
全
国
の
リ
ー

ダ
ー
（
中
学
生
・
高
校
生
）
や
指

導
者
が
集
い
、
研
修
や
交
流
を
深

め
ま
す
。

　

三
日
は
、
ふ
る
さ
と
自
然
公
園

で
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
り
I
ダ
ー
四
百

五
十
人
と
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
千
百
人
が
入
場
行
進
。
続
い

て
常
陸
寓
殿
下
が
入
場
さ
れ
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

栗
田
知
事
の
あ
い
さ
つ
や
山
内

市
長
の
歓
迎
の
言
葉
に
続
い
て
。

常
陸
宮
殿
下
は
、
「
大
会
で
の
貴
重

な
体
験
を
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
に
持

ち
帰
り
。
よ
り
素
晴
ら
し
い
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

勇
壮
な
和
太
鼓
の
響
き

　

開
会
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
奥
越
前
祥
雲
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア

の
メ
ン
バ
ー
十
五
人
が
、
合
宿
練

習
で
鍛
え
た
バ
チ
さ
ば
き
で
演
脊

大
小
ナ
七
皿
張
り
の
太
鼓
を
力
強
く

打
ち
鳴
ら
し
、
剪
壮
な
リ
ズ
ム
が

奥
越
高
原
に
糾
‥
き
わ
た
り
ま
し
た
．

さ
わ
や
か
な
童
謡
の
調
ぺ

　

太
鼓
に
続
い
て
、
「
童
謡
の
流
れ

る
ま
ち
大
野
」
を
愛
す
る
会
の
メ

ン
バ
ー
約
町
人
が
、
さ
わ
や
か
な

歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
、

　

団
‥
只
も
全
員
立
ち
上
が
り
、
署

さ
を
忘
れ
て
「
赤
と
ん
ぼ
」
や
「
夕

焼
け
小
焼
け
」
を
歌
い
ま
し
た
、



…トピックス

ニ
輿
拉
ス
蕭
重
劈
で
交
流

　

三
日
の
午
後
は
、
全
貝
が
六
呂

師
小
学
校
や
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
な
ど
の
会
場
に
分
か
れ
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。

　
　

「
グ
ル
ー
ブ
ー
バ
ン
ブ
ー
・
ダ
ン

ス
」
や
「
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
ー
ザ
…
ス

テ
ィ
ッ
ク
」
な
ど
耳
慣
れ
な
い
種

目
に
r
ど
も
た
ち
は
目
を
パ
チ
ク
リ
、

県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
指
導

以
の
説
明
に
輿
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
各
分
団
に
は
、
全
国

か
ら
参
加
し
た
り
I
ダ
ー
が
県
内

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
に
当

た
り
、
競
技
の
コ
ツ
を
熱
心
に
教

え
て
い
ま
し
た
。

　

常
陸
宮
殿
下
は
、
開
会
式

に
出
席
さ
れ
た
後
、
午
後
か

ら
は
、
約
一
時
間
に
わ
た
り

各
交
流
会
場
を
ご
覧
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
f
ど
も
た
ち
の
楽

し
そ
う
な
歓
声
に
、
思
わ
ず

笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

大
会
三
日
目
は
、
経
ヶ
岳

登
山
。
四
日
目
は
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ヶ
－
卜
の
単
一
岩
彰
さ
ん

の
講
演
会
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
五
日
目

の
八
月
六
日
に
閉
会
式
。
真

夏
の
日
差
し
の
中
で
、
汗
を

流
し
な
が
ら
自
然
と
触
れ
八
日

い
、
友
と
語
り
八
‐
つ
た
思
い
出
を
胸
に
、

団
‥
只
達
は
帰
路
に
着
き
ま
し
た
、

▲グループ・バンブー・ダンス

ト
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ト
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
ー
ザ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

上
庄
中
栄
校
が
頓
四
渥
が
参
城

　

大
野
市
か
ら
、
四
人
の
中
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
上
庄
少
年
野

球
で
い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
し
、
現

在
も
上
庄
中
学
校
野
球
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
大
会
に
参
加
し
た

感
恕
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

－
生
の
思
い
出
に

　

山
川
貴
弘
（
木
本
）

　

こ
れ
か
ら

五
日
間
い
っ

し
ょ
に
邨
ら

す
人
は
ど
ん

な
人
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
み
ん
な
と
て
も
や
さ
し
い

人
で
安
心
し
ま
し
た
。
テ
ン
ト
生

活
や
登
山
、
マ
ス
つ
か
み
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
を
通
じ
て

い
っ
ぱ
い
友
達
が
で
き
、
楽
し
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
A
プ
了
イ
y
－
は
最
高

　
　
　

青
木
浩
（
東
山
）

　

初
め
て
会

っ
た
人
た
ち

と
ゲ
ー
ム
や

山
登
り
を
し

た
り
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
の
五

日
間
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
と

友
だ
ち
に
な
れ
て
、
本
当
に
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
肌
一
岩
杉
さ
ん

の
講
演
で
は
、
疲
れ
が
出
て
半
分

ウ
ト
ウ
ト
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
ー
で
は
、
み
ん
な
と
手

を
つ
な
ぎ
、
遅
く
ま
で
踊
り
ま
し

た
。

心
に
残
っ
た
講
演
会

　
　

杉
川
明
利
（
稲
郷
）

　

四
人
が
別

れ
別
れ
に
な

り
、
さ
み
し

か
っ
た
け
ど
、

宿
舎
に
泊
ま
っ
て
か
ら
は
友
だ
ち

が
た
く
さ
ん
で
き
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
黒

岩
彰
さ
ん
の
講
演
会
で
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
苫
労
話
な
ど
と
て

も
よ
い
お
話
で
し
た
。
体
調
を
く

ず
し
て
一
日
早
く
帰
り
ま
し
た
が
、

楽
し
い
四
日
間
で
し
た
。

閉
会
式
に
感
激

　

羽
生
孝
義
（
中
据
）

　

テ
ン
ト
生

活
で
は
、
蚊

や
虫
に
刺
さ

れ
て
手
足
が

ボ
コ
ボ
コ
に
な
り
ま
し
た
。
班
の

人
た
ち
と
も
親
し
く
な
り
、
特
に

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
方
が
と
て
も

や
さ
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
や
閉
会
式
で

は
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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▼郵便局に備えてある申請用紙など

　

市
は
、
市
内
各
郵
便
局
の
協
力

を
得
て
、
九
月
一
日
か
ら
住
民
票

謄
本
な
ど
の
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
は
、

原
則
と
し
て
申
請
者
が
市
役
所
の

窓
口
へ
出
向
い
て
交
付
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
郵
送
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
化
で
、

住
民
票
な
ど
一
部
の
証
明
書
は
、

市
内
の
ど
の
郵
便
局
や
ポ
ス
ト
か

ら
の
投
函
で
も
請
求
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
共
働
き
の
人
や
交

通
の
便
が
悪
い
た
め
に
市
役
所
ま

で
来
に
く
い
大
に
は
便
利
な
制
度

で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
請
求
で
き
る
証
明
書

①
住
民
票
謄
・
抄
本
（
申
請
者
本

人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
人
の
も
の
）

②
戸
籍
謄
・
抄
本
（
申
請
者
本
人

ま
た
は
三
親
等
以
内
の
親
族
の
も

の
。
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
は
除
く
）

③
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
用

証
明
（
申
請
者
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
人
の
も
の
）

郵
送
先
申
請
者
本
人
あ
て

申
請
方
法
最
寄
り
の
郵
便
局
で

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
証
明
手
数
料
（
定
額
小

為
替
に
す
る
）
と
切
手
を
張
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
た
市
役
所

あ
て
の
封
筒
を
投
函
す
る
（
申
請

書
や
封
筒
は
郵
便
局
に
あ
る
）

証
明
手
数
料
住
民
票
謄
・
抄
本

一
通
2
0
0
円
、
戸
籍
謄
・
抄
本
一

通
3
0
0
円
、
年
金
現
況
届
申
証
明

一
通
2
0
0
円

簡
易
で
迅
速
な

　

手
続
き
も
あ
り
ま
す

大
野
簡
易
裁
判
所

　

大
野
簡
易
裁
判
所
で
は
、
民
事

事
件
の
訴
訟
以
外
に
簡
易
で
迅
速

に
処
理
で
き
る
手
続
き
も
扱
っ
て

い
ま
す
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

▼
督
促
手
続
き
…
債
権
者
の
申

し
立
て
に
基
づ
き
、
書
面
の
審
査

だ
け
で
、
金
銭
な
ど
の
支
払
い
を

命
じ
る
略
式
裁
判
。
債
務
者
か
ら

異
議
申
し
立
て
が
あ
れ
ば
訴
訟
手

続
き
に
移
行
す
る
。

　

▼
民
事
調
停
手
続
き
…
裁
判
官

と
民
間
人
か
ら
成
る
調
定
委
員
会

の
あ
っ
せ
ん
で
、
民
事
紛
争
を
話

し
合
い
で
解
決
す
る
手
続
き
。

　

▼
即
決
和
解
手
続
き
・
：
当
事
者

間
で
、
あ
ら
か
じ
め
あ
る
程
度
の

合
意
が
出
来
上
っ
て
い
る
場
合
、

裁
判
所
の
判
断
を
経
て
内
容
を
確

定
す
る
こ
と
で
、
合
意
内
容
に
判

決
と
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。

　

▼
民
事
訴
訟
手
続
き
…
法
廷
で

当
事
者
双
方
の
言
い
分
を
聴
き
、

証
拠
調
べ
も
し
て
、
判
決
で
裁
判

所
の
判
断
を
示
す
手
続
き
。

　

各
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く

知
り
た
い
と
き
は
、
裁
判
所
窓
口

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

一
二
：
’
・
1
m
i
m
－
s
。
＾
・
＾
～
。
＼
M
’
’
■

募
集
し
ま
す

・
市
職
員

　

来
年
四
月
採
用
予
定
の
市
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
予
定
人
員
事
務
職
七
人

技
術
職
（
土
木
）
こ
人

　

受
験
資
格
昭
和
四
十
二
年
四

月
こ
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

試
験
日
程
十
一
月
四
日
㈲
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
大
野
高
等
学

校
で
、
高
校
卒
業
程
度
の
一
般
教

養
筆
記
試
験
（
一
次
試
験
合
格
者

の
み
十
一
月
下
旬
に
作
文
・
面
接

試
験
）

　

受
付
期
間
九
月
十
日
㈲
か
ら

こ
上
一
日
吻
ま
で

　

申
込
方
法
市
役
所
総
務
課
人

事
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2

2
3
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
写
真
を
張
っ
て
同
係
へ

　

郵
便
に
よ
る
申
込
用
紙
の
請
求

　

封
筒
の
表
に
、
「
職
員
採
用
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
あ

て
先
を
記
入
し
六
十
二
円
切
手
を

張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
土

〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町
1
1
1
大
野

市
役
所
総
務
課
人
事
係
へ
送
付

・
消
防
職
員

大
野
地
区
消
防
組
合
で
は
、
来

年
四
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
予
定
人
員
消
防
吏
員
二

人
（
消
防
・
救
急
業
務
に
従
事
）

　

受
験
資
格
昭
和
四
十
こ
年
四

月
こ
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
健
康
な
男

子
で
、
身
体
基
準
（
身
長
お
お
む

ね
1
6
0
惣
以
上
、
体
重
お
お
む

ね
5
0
丿
以
上
、
視
力
裸
眼
O
・
3

以
上
な
ど
）
に
合
致
す
る
人

　

試
験
日
程
一
次
試
験
は
、
十
一

月
四
日
間
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

大
野
高
等
学
校
で
、
高
校
卒
業
程

度
の
一
般
教
養
筆
記
試
験
。
こ
次

試
験
は
、
十
一
月
下
旬
に
作
文
・

面
接
試
験
、
体
力
・
身
体
検
査

　

受
付
期
間
九
月
十
日
㈲
か
ら

こ
十
一
日
溺
ま
で

　

申
込
方
法
大
野
地
区
消
防
本

部
（
酋
6
6
・
0
1
1
9
）
総
務
課

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
、
写
真
を
張
っ
て
同
課
へ

　

郵
便
に
よ
る
申
込
用
紙
の
請
求

　

封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
あ

て
先
を
記
入
し
六
十
こ
円
切
手
を

張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上

〒
9
1
2
大
野
市
大
神
町
7
1
1
4
大
野

地
区
消
防
本
部
総
務
課
へ
送
付



国
勢
調
査
に

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

十
月
一
日
、
日
本
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
将
来
の
行
政
を
考
え
て
い

く
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
九
月
下
旬
に
調
査
員
が
皆
さ
ん
の

お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
対
象

　

国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
か
ら

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
は
十

五
回
目
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

調
査
内
容
は
？

　

調
査
は
、
ま
ず
九
月
下
旬
に
調

査
員
が
各
家
庭
に
お
伺
い
し
、
世

帯
ご
と
の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

市
内
の
調
査
員
は
二
百
四
十
四
人

で
す
。
調
査
内
容
は
全
部
で
二
十

二
項
目
。
ご
家
族
全
員
の
氏
名
、

出
生
の
年
月
、
就
業
状
況
な
ど
で

す
。
旅
行
な
ど
で
一
時
留
守
に
し

て
い
る
人
、
そ
の
地
域
に
長
期
滞

存
し
て
い
る
人
、
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
一
人
暮
ら

し
の
人
、
下
宿
し
て
い
る
人
は
、

未
成
年
や
学
生
で
も
、
世
帯
主
と

し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入

さ
れ
た
内
容
を
、
他
に
漏
ら
し
た

り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心
し
て
、

あ
り
の
ま
ま
を
正
確
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
調
査
票
は
後
日
、
調

査
貝
が
集
め
に
伺
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
？

　

国
勢
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い

て
国
が
行
う
調
査
で
す
。
わ
が
国

の
人
口
を
正
確
に
把
握
す
る
ほ
か
、

急
ピ
ッ
チ
で
進
行
す
る
高
齢
化
社

会
や
国
際
化
社
会
、
人
口
移
動
の

実
態
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
高
齢

者
世
帯
の
把
握
、
住
宅
事
情
の
把

握
な
ど
、
日
本
の
現
在
の
姿
を
正

確
に
知
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市

町
村
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考

え
て
い
く
上
で
、
貴
重
な
資
料
と

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
な
た
が

記
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
答
え
が
、

未
来
の
日
本
を
築
く
た
め
の
道
し

る
べ
と
な
る
の
で
す
。
十
月
一
日
、

国
勢
調
査
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
も
調
査
員
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
。

飯田俊市郎さん

（上丁21－58・32歳）

　

調
査
員
を
お
引
き
受
け
す
る

の
は
、
前
回
に
続
い
て
二
回
目

で
す
。
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
統
計

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

五
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
は
、

最
も
基
本
に
な
る
調
査
で
す
。

こ
の
こ
と
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
私
も
一
回
目
の
経
験
を

生
か
し
て
、
よ
り
正
確
な
調
査

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

聊雫I

市会報告

　

第
二
百
四
十
九
回
定
例
市
議
会

が
、
七
月
六
日
か
ら
十
三
日
ま
で

開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど
六
議
案
と
中
部
縦
貫
自
動
車

道
の
早
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書

な
ど
市
会
提
案
に
よ
る
二
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意

し
ま
し
た
。

・
山
内
市
長
が
決
意
表
明

　

山
内
武
士
市
長
は
、
市
議
会
の

冒
頭
で
、
議
員
や
市
民
の
支
援
に

感
謝
し
、
二
期
目
就
任
に
あ
た
っ

て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
「
今
後
と
も

私
の
政
治
理
念
で
あ
る
『
誠

実
・
清
潔
・
信
念
』
を
信
条

と
し
て
、
『
活
力
あ
る
大
野
市

の
建
設
・
責
任
あ
る
行
政
の

執
行
・
計
画
的
な
財
政
運
営
』

を
公
約
の
三
本
柱
と
し
て
実

現
し
て
い
き
た
い
。
当
面
、

公
的
医
療
機
関
の
誘
致
、
地

下
水
汚
染
対
策
、
上
・
下
水

道
計
画
、
工
業
用
地
の
確
保
、

リ
ゾ
ー
ト
計
画
な
ど
の
早
期

実
現
に
精
魂
を
傾
注
し
た
い
。

　

議
員
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
と

市
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　

有
機
塩
素
系
溶
剤
に
よ
る
地
下

水
汚
染
対
策
と
し
て
、
汚
染
源
の

土
壌
除
去
と
汚
染
水
の
排
出
を
す

る
た
め
、
千
四
百
十
五
万
四
千
円

を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
百
二

十
一
億
二
千
二
百
十
九
万
五
千
円

に
な
り
、
前
年
同
期
比
九
・
八
五

％
増
と
な
り
ま
し
た
。

・
公
平
委
員
に
南
豊
氏

　

藤
井
道
明
委
員
の
辞
任
に
伴
う

後
任
と
し
て
、
南
豊
氏
（
7
5
歳
・

田
野
）
が
、
市
公
平
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
南
氏
は
こ
れ
ま
で

人
権
擁
護
委
員
や
市
農
業
委
員
を

歴
任
し
て
い
ま
す
。
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

内野席で応援する開成中野球部

ぐるーぷ登場
北部児童センター母親クラブ

　　　　

こぶし会

毎
月
一
回
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
の
講
座

　

北
部
児
童
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
ほ
親
ク
ラ
ブ
「
こ

ぶ
し
会
」
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
が

開
館
し
た
昭
和
六
十
年
の
春
、
同

時
に
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は
五

十
し
人
。
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
小
学
生
の
は
親
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
今
年
か
ら
f
供
が
中
学

生
に
な
っ
て
も
会
‥
只
と
し
て
残
っ

た
人
も
数
人
い
ま
す
。

　

今
年
は
奉
仕
活
動
と
し
て
、
春

か
ら
児
童
セ
ン
タ
ー
前
の
花
だ
ん

づ
く
り
と
そ
の
管
理
を
し
て
い
ま

す
。
紅
週
日
曜
日
に
、
交
替
で
水

や
り
と
周
囲
の
清
掃
を
し
ま
す
。

六
月
に
は
、
遊
び
近
目
一
八
を
全
く
持

た
ず
に
、
親
子
で
勝
原
へ
出
か
け

ま
し
た
。
そ
し
て
馬
跳
び
や
花
い

ち
も
ん
め
な
ど
道
目
一
八
を
使
わ
な
い

遊
び
を
し
ま
し
た
。
毎
年
佃
例
に

な
っ
て
い
る
陽
明
公
園
で
の
親
f

キ
ャ
ン
プ
は
、
今
年
は
児
徽
セ
ン

タ
ー
の
中
で
の
一
泊
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
大
勢
の
人
と
い
っ
し

よ
に
泊
る
の
は
楽
し
い
ら
し
く
、

親
子
と
も
ど
も
は
し
や
い
で
い
ま

し
た
。
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
、
そ
ば
打
ち
、
読
書

会
、
も
ち
つ
き
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
は
、
ほ

と
ん
ど
日
曜
日
を
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
六
月
か
ら
十
二
月
ま

で
、
平
日
の
夜
開
く
講
座

も
あ
り
ま
す
。
例
会
で
は

生
花
や
ヘ
ア
ー
ア
ク
セ
サ

リ
ー
づ
く
り
な
ど
と
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
、
文
化
的
な
も
の

と
ス
ポ
ー
ツ
を
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
大
介
～
－
＞
－
＜
－
＾
さ
ん

（
3
6
歳
・
中
挟
）
は
、
「
勤
め
や
核
家

族
化
で
近
所
づ
き
あ
い
の
少
な
い

今
、
会
を
通
し
て
母
親
同
士
の

ふ
れ
あ
い
が
深
ま
り
、
子
供
の
教

育
に
も
連
帯
感
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
楽
し
く
勉
強
に
も
な
る
会
で

す
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

●S

　　　　

ヤングコーナー

　　　

●‘

七
月
十
五
日
に
始
ま
つ
た

　
　
　
　

小
さ
な
第
－
歩

松本嘉彦

（庄林・23歳）

　

第
十
一
回
奥
越
青
年
交
流
研
修

会
が
、
七
月
十
五
日
、
県
立
大
野

青
年
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奥
越
地
方
の
青
年
グ
ル
ー
プ
か

ら
約
五
十
人
が
参
加
し
て
「
い
い

た
い
放
題
／
・
な
ん
で
も
い
っ
ち
ゃ

お
う
／
・
」
を
主
テ
ー
マ
に
、
「
奥
越

が
、
こ
ん
な
町
な
ら
い
い
の
に
な
」

を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
K
J
法
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

初
め
て
会
う
人
が
多
く
、
最
初
は

意
見
が
出
に
く
か
っ
た
の
で
す
が
、

途
中
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
仔
い

に
打
ち
と
け
八
日
い
、
蚊
後
の
全
休

会
は
と
て
も
活
発
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
出
た
大
方
の
意
見
は
、

①
奥
越
に
住
む
青
年
の
交
流
と
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

2
余
暇
を
有
効
に
利
用
で
き
、
若

　

者
が
楽
し
め
る
場
所
や
施
設
の

　

充
実

③
青
年
が
、
自
由
に
活
動
で
き
る

　
　

「
た
ま
り
場
」
の
設
置

の
三
点
で
す
。

　

特
に
、
青
年
の
交
流
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
い

う
意
見
は
、
具
体
化
に
向
け
て
前

進
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
八
月

二
十
日
に
、
青
年
の
家
で
活
動
報

告
や
情
報
交
換
の
会
を
開
き
ま
し

た
。
交
流
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
を

知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
始
め
た
の

の
で
す
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
く
と
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
研
修
会
で
の
意

見
の
輿
体
的
な
促
進
の
方
策
と
し

て
、
活
動
報
告
会
が
実
現
で
き
た

こ
と
は
、
と
て
も
実
り
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

会
八
‥
を
積
み
重
ね
、
や
が
て
奥
越

の
に
‐
年
の
大
き
な
連
帯
と
団
結
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
、

そ
し
て
、
そ
う
す
る
こ
と
が
、
奥

越
の
E
‐
年
を
活
か
す
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。

　

十
〕
月
十
五
日
に
始
ま
っ
た
小
さ

な
第
示
、
私
は
そ
れ
を
人
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
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i
野
に
も
幼
児
向
け
の
大
公
園
を

固

　

私
は
現
在
、
小
学

校
人
学
前
の
幼
児
を

も
つ
母
親
の
会
の
会

長
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
こ
の
会
の
行
事
と
し
て
、

親
子
遠
足
を
計
画
し
た
と
き
感
じ

た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
大
野
に
は
、
小
・
中
学
生
を

対
象
に
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
や
芝
生

の
広
場
な
ど
は
上
分
あ
り
ま
す
が
、

相
当
数
の
幼
児
が
楽
し
く
遊
べ
る

野
外
施
設
が
、
全
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
公
園
に
は
遊
几
ハ
が
少
し
あ

り
ま
す
が
、
大
や
屯
は
駐
屯
で
き

ま
せ
ん
し
、
駐
車
場
も
あ
り
ま
せ

ん
、
中
島
公
園
や
六
以
‥
師
高
原
み

た
い
に
広
々
と
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

広
々
と
し
た
緑
の
中
に
遊
具
も
あ

っ
て
、
親
が
安
心
し
て
幼
児
を
遊

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
、

大
野
市
に
も
造
っ
て
い
た
だ
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

去
年
と
今
年
、
親
子
遠
足
に
行

っ
た
場
所
は
、
石
川
県
の
加
賀
中

央
公
園
、
白
峰
の
縁
の
村
と
フ
イ

ジ
ッ
ク
白
峰
、
そ
し
て
三
国
の
海

浜
公
園
と
三
国
運
動
公
園
内
の
子

供
の
国
で
す
。
こ
こ
で
は
、
遊
具

は
十
分
に
あ
り
、
入
場
料
も
無
料

か
有
料
で
も
安
く
、
大
野
・
勝
山
・

福
井
方
而
の
利
用
者
も
多
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ぜ
ひ
大
野
巾
に
も
I
カ
所
く
ら

い
、
幼
児
を
対
象
と
し
た
野
外
施

設
を
造
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
ま
た
は
、
今
あ
る
施
設
を
改

造
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

（
L
庄
・
山
ば
と
会
会
長
篠
原
睦
f
）

A

　

4
年
度
か
ら
篠
座

地
籍
（
疋
競
馬
場
跡

周
辺
）
に
、
県
営
総

八
日
公
園
「
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
」
の

建
設
が
始
ま
り
ま
す
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
、
総
八
‥
的
に
利
用
で
き
る

公
園
で
す
。
こ
こ
に
は
、
ち
ゃ
ぶ

ち
ゃ
ぶ
池
、
わ
ん
ぱ
く
城
。
わ
ん

ぱ
く
広
場
な
ど
の
f
供
向
け
の
施

設
や
、
県
内
都
市
公
園
で
は
最
大

級
の
芝
生
広
場
も
造
成
さ
れ
ま
す
。

全
体
の
完
成
は
平
成
ト
ー
年
の
予

定
で
す
が
、
で
き
た
施
設
か
ら
順

次
使
え
る
よ
う
に
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
明
治
公
園
の
隣
に
、
体
育

館
や
武
道
館
を
備
え
た
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
を
建
設
中
で
す
が
、
こ
こ

に
は
両
施
設
の
利
用
者
の
た
め
の

駐
収
場
を
設
け
ま
す
。
完
成
は
平

成
三
年
度
の
予
定
で
す
。

　

（
都
市
計
画
課
長
・
川
端
謹
五
‥
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
は
が
き
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野
市

天
神
町
。
一
の
I
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W哨歌

▼ジャークの試技（サラボエ世界選手権大会）

大
野
出
身
の
重
量
挙
げ
選
手

斎
藤
さ
と
美
が
（
宇
治
市
・
1
7
歳
）

　

斎
藤
さ
と
美
さ
ん
は
、
京
都

府
立
城
南
高
校
二
年
生
。
九
月

二
十
二
日
か
ら
北
京
で
始
ま
る

ア
ジ
ア
大
会
の
重
量
挙
げ
女
子

4
4
丿
級
の
日
本
代
表
選
手
で
す
。

彼
女
の
育
ち
は
関
西
で
す
が
、

生
ま
れ
は
大
野
で
す
。
父
は
勝

山
市
下
荒
井
、
母
は
大
野
市
美

川
町
の
出
身
で
す
。
母
の
実
家
、

さ
と
美
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
あ
た
る
安
間
政
子
さ
ん
（
美

川
町
・
7
0
歳
）
は
、
「
お
盆
に
は

孫
は
北
海
道
で
八
‥
宿
が
あ
り
、

娘
夫
婦
だ
け
が
来
ま
し
た
」
と

チ
ョ
ッ
ピ
リ
寂
し
そ
う
で
し
た
。

　

さ
と
美
さ
ん
は
、
中
学
時
代

百
‥
い
を
1
9
一
秒
8
で
走
っ
た
陸
上

選
手
、
高
校
で
は
コ
ー
千
の
先

生
に
見
い
出
さ
れ
、
重
量
挙
げ

に
転
向
。
昨
年
初
め
て
出
場
し

た
世
界
選
手
権
大
会
で
、
4
4
丿

級
4
位
、
さ
ら
に
今
年
は
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ア
ジ

ア
大
会
出
場
権
を
か
け
た
全
日

本
大
会
で
も
、
ス
ナ
ッ
チ
（
腕

を
曲
げ
ず
に
挙
げ
る
）
6
0
j
、

ジ
ャ
ー
ク
8
0
い
、
ト
ー
タ
ル
1
4
0

j
、
い
ず
れ
も
日
本
新
記
録
で

優
勝
。
国
内
で
は
無
敵
で
す
。

彼
女
は
「
練
習
は
ち
っ
と
も
苦

に
な
ら
な
い
が
、
大
会
前
の
減

量
が
大
変
。
甘
い
も
の
は
食
べ

ら
れ
な
い
し
。
そ
れ
に
肩
の
筋

肉
が
見
え
る
よ
う
な
シ
ャ
ツ
は

着
ら
れ
な
い
」
と
複
雑
な
乙
女

心
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
お
知
ら
せ

一
人
形
劇
「
大
ど
ろ
ぼ
う
・

　
　

ホ
ツ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ツ
ツ
」

　

人
野
f
ど
も
劇
場
準
備
会
で
は

人
形
劇
団
ひ
と
み
座
を
招
い
て
「

人
ど
ろ
ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ

ツ
」
を
公
演
し
ま
す
、
会
‥
只
制
で

す
の
で
、
見
た
い
人
は
会
‥
貝
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。
会
‥
只
は
4
歳

か
ら
大
人
ま
で
で
す
。
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
会
費
は
9
月
分
8

0
0
円
十
入
会
金
1
0
0
円
で
す

最
低
3
ヵ
月
在
席
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
会
賞
は
大
人

も
幼
児
も
同
額
で
す
。

公
演
日
時
9
月
2
1
日
溺
午
後
6

　

時
開
場
、
6
時
3
0
分
開
演

会
場
巾
民
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

あ
ら
す
じ
ま
ぬ
け
な
大
ど
ろ
ぼ

　

う
と
変
な
魔
法
使
い
を
二
人
の

　

少
年
が
追
っ
か
け
る
。
六
ラ
ハ

　

ラ
ド
キ
ド
キ
の
1
時
間
4
0
分
、

　

笑
い
と
冒
険
の
世
界
。

□
子
ど
も
劇
場
と
は

　

優
れ
た
生
の
舞
台
芸
術
に
、
子

供
と
と
も
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
創
造
性
豊
か
な
人
間
に
育
て

よ
う
と
の
願
い
か
ら
、
昨
年
H
月

に
準
備
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
お

問
い
八
‥
わ
せ
は
、
浦
井
ひ
と
み
さ

ん
（
酋
6
6
・
4
7
6
8
）
ま
で
。
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朝食のとり方3ヵ条
朝
お
臆
』
圓
⑩
H
9
点

　

守
り
た
い
生
活
の
リ
ズ
ａ

　

朝
食
は
健
康
の
面
か
ら
も
、
一
日
の
出
発
点
と
し
て
の
生

活
の
リ
ズ
ム
の
面
か
ら
も
大
切
な
も
の
で
す
。
「
リ
ズ
ム
栄
養
学
」

で
は
、
食
事
は
朝
・
昼
・
晩
と
生
体
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
規

則
正
し
く
と
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
″
朝
食
の
と
り
方
＝
一
ヵ
条
”
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
第
一
条
朝
食
は
温
か
い
も
の

　

を
食
べ
る
の
が
よ
い

　

体
の
働
き
に
は
。
日
内
リ
ズ
ム
″

が
あ
り
、
体
の
活
性
は
体
温
の
昇

降
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
体

と
脳
が
し
ん
か
ら
休
息
に
入
っ
て

い
る
睡
眠
中
に
は
、
体
温
は
最
低

と
な
り
ま
す
。
一
方
、
頭
脳
や
体

を
活
動
さ
せ
る
日
中
に
は
、
体
温

が
上
昇
し
て
最
高
と
な
り
ま
す
。

　

。
朝
″
は
、
休
息
か
ら
活
動
へ
、

冷
か
ら
暖
へ
移
ろ
う
と
す
る
時
期

で
す
。
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
と

る
朝
食
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
体

と
脳
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

促
す
作
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

朝
ご
飯
の
第
一
条
件
、
そ
れ
は

温
か
い
ご
飯
と
温
か
い
み
そ
汁
が

最
高
で
す
。
も
ち
ろ
ん
焼
き
た
て

の
パ
ン
に
温
っ
た
か
い
ミ
ル
ク
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
冷
め

な
い
う
ち
に
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

■
第
二
条
″
ス
タ
ミ
ナ
源
‘
と
″
や

　

る
気
源
’
を
食
べ
る
の
が
よ
い

　

ご
飯
や
パ
ン
に
は
、
で
ん
ぷ
ん

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
ん
ぷ
ん

は
ブ
ド
ウ
糖
に
消
化
さ
れ
た
後
、

吸
収
さ
れ
て
血
糖
と
な
り
、
全
身

の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。
で
ん
ぶ
ん
は
速
効
性

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
な
の
で
、
朝
食

で
食
べ
れ
ば
、
す
ぐ
午
前
中
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
ま
た
脂

肪
分
も
食
べ
合
わ
せ
れ
ば
、
午
前

中
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ
ミ
ナ
は
、
十

分
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

こ
ん
な
。
ス
タ
ミ
ナ
源
”
に
加
え

て
、
。
や
る
気
源
”
と
な
る
の
は
タ

ン
パ
ク
質
で
す
。
タ
ン
パ
ク
質
は
、

で
ん
ぷ
ん
や
脂
肪
に
比
べ
て
、
体

内
で
生
産
す
る
熱
量
が
三
倍
以
上

も
多
い
の
で
、
人
生
を
充
実
さ
せ

る
栄
養
素
と
し
て
大
切
で
す
。
朝

食
に
よ
く
登
場
す
る
卵
に
は
、
こ

の
脂
肪
と
タ
ン
パ
ク
質
の
ど
ち
ら

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
第
三
条
食
後
は
フ
ル
ー
ツ
を

　

食
べ
る
の
が
よ
い

　

ス
ポ
ー
ツ
や
肉
体
労
働
を
す
る

よ
う
な
、
特
に
ス
タ
ミ
ナ
の
必
要

な
人
に
は
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
蓄

積
す
る
た
め
の
手
当
が
必
要
で
す
。

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
合
成
の
た
め
に
、

そ
の
促
進
剤
と
な
る
ク
ェ
ン
酸
を

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ク
ェ
ン

酸
は
、
ミ
カ
ン
ー
レ
モ
ン
な
ど
の

か
ん
き
つ
類
に
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
な
ど
果
物

全
般
に
含
ま
れ
て
い
る
有
機
酸
類

も
、
細
胞
内
で
速
や
か
に
ク
ェ
ン
酸

に
変
化
で
き
ま
す
。
食
後
に
フ
ル

ー
ツ
を
食
べ
る
こ
と
は
、
ス
タ
ミ

ナ
対
策
に
と
て
も
有
効
で
す
。
昔

か
ら
、
。
朝
の
果
物
は
金
”
と
い
わ

れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

ほ
ん
の
少
し
早
起
き
し
て
、
ゆ

っ
た
り
し
た
気
分
で
朝
食
を
食
べ
、

一
日
の
活
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

朝
食
抜
き
で
は
、
当
然
、
学
校
の

勉
強
に
も
、
職
場
で
の
仕
事
に
も

迫
力
が
欠
け
て
し
ま
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

と
き
9
月
2
4
日
⑧
午
前
9
時

　

3
0
分
～
午
後
3
時

と
こ
ろ
市
民
会
館

内
容
講
演
「
健
康
と
人
生
」
元

　

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
鈴
木

　

健
二
氏
・
健
康
相
談
・
検
診

　

ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

※
講
演
は
1
0
時
3
0
分
か
ら
で
、

　

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

5
日
⑥
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

　

各
公
民
館
で
さ
し
あ
げ
ま
支

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65－7333）



皆さんの身近な話題をお知らせください…総務課広報広聴係L66－1111

勁
阻
回
胞
Ｓ

子供らが御清水の清掃

　

八
月
五
日
、
「
御
清
水
」
の
名
水
に

感
謝
す
る
「
御
清
水
名
水
ま
つ
リ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、

地
元
の
人
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
る
御

清
水
の
会
（
水
口
政
隆
会
長
）
が
、

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
最
初

に
子
供
た
ち
が
、
竹
ぼ
う
さ
や
デ
ッ

キ
ブ
ラ
シ
で
美
し
く
清
掃
し
ま
し
た

が
、
足
が
冷
た
く
て
長
く
は
入
っ
て

い
ら
れ
な
い
よ
う
で
し
た
。

花
博
へ
奥
越
の
菊
を
出
展

　

大阪で開催中の花の万博に、8月17

日から10日間、奥越の夏菊1工万本が展

示されました。出展したのは、奥越花

序生産組合（石蔵一郎組合長・組合員

SO人）で、中輪、小菊、合わせて6品

種7，000本を国際展示館A館水の館に

展示し、期間中3，000本を補充。観覧

者から好評を得ました。

七
間
夕
市
に
大
野
城
主

　

7月11日の夕方、七間朝市の時代ま

つりが行われました。時代は平成から

一挙に江戸時代にタイムスリップ。越

前大野城主にふんした山内市長が、朝

市の許可証をお年寄りに与えたあと、

売り子のおぱさんたち一一人ひとりに日

ごろの労をねざら二）て歩さました。夕

市は家族連れなどでにぎわいました。

名
水
カ
ッ
プ
、
有
終
南
が
優
勝

　

第9回名水カップ少年サッカ一大会

が、8月10日から3日間、市民グラウ

ンドなどで開かれました。富士松サッ

カー少年団（愛知県）など市外から12

チーム、市内4チームの計16チームが

参加。大会史上初めて、地元チームの

有終南サッカースポーツ少年団が優勝。

2位は下庄少年サッカークラブ。

鉄
人
は
佐
々
木
さ
ん

　

大野青年連絡会（北川和文会長）主

催のヤングフェスティバル’90「鉄人ウ

ルトラクイズ」が、8月15日、大野有

終会館で開かれました。クイズに挑戦

した200人の青年たちは、難問・奇問

に頭をかかえていましたが、佐々木伸

治さん（稲郷…22歳）がグアム島行き

の切符を手中に収めました。

ツヅキボウカ浦へ200刑

　

八
月
二
日
、
ツ
ヅ
キ
ボ
ウ
福
井
大

野
工
場
の
加
藤
正
光
工
場
長
が
山

内
市
長
を
訪
ね
、
城
ま
つ
り
の
備
品

購
人
の
費
用
と
し
て
二
百
万
円
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
工
場
長
は
「
日
ご

ろ
市
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
す
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
市
は
九

月
補
正
予
算
に
計
上
し
て
、
必
要
な

備
品
を
購
入
し
ま
す
。



が
知
ら
せ

鯛

●
警
察
官
募
集

　

県
人
事
委
員
会
と
県
警
本
部
で

は
、
来
年
四
月
採
用
予
定
の
警
察

官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。
受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
大
野
警
察
署
（
容
6
6
・
3
9

0
0
）
ま
た
は
最
寄
り
の
駐
在
所
、

派
出
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
昭
和
3
8
年
4
月
2
日

　

～
昭
和
4
8
年
4
月
1
日
に
生
ま

　

れ
た
健
康
な
男
子
で
、
高
等
学

　

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
人

　
　

（
短
期
大
学
以
外
の
大
学
を
卒

　

業
し
た
人
ま
た
は
来
年
3
月
3
1

　

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
は

　

除
く
）

受
付
期
間
8
月
2
4
日
溺
～
9
月

　

7
日
溺

●
海
上
保
安
学
校
・
大
学
校

　
　
　
　

学
生
募
集

　

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、

来
年
4
月
入
校
予
定
の
海
上
保
安

学
校
・
大
学
校
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
4
2
年
4
月
2
日

　
　

（
大
学
校
学
生
は
昭
和
4
5
年
4

　

月
2
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

　

及
び
平
成
3
年
3
月
ま
で
に
卒

　

業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は
高
等

　

専
門
学
校
3
年
の
課
程
を
修
了

　

し
た
人
及
び
平
成
3
年
3
月
ま

　

で
に
修
了
見
込
み
の
人
、
そ
の

　

他
大
学
入
試
検
定
に
合
格
し
た

　

人
な
ど

採
用
予
定
学
校
約
8
5
人
・
大
学

　

校
約
5
0
人

受
付
期
間
9
月
6
日
俐
～
1
9
日

　

田
申
込
用
紙
請
求
先
〒
4
6
0
名
古
屋

　

市
中
区
三
の
丸
2
1
5
1
1
人

　

事
院
中
部
事
務
局
（
豊
0
5
2
・
9
6
1

　

・
6
8
3
8
）

・
県
政
バ
ス
″
産
業
号
″

　

県
で
は
、
県
政
バ
ス
。
産
業
号
”

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
1
6
歳
以
上
で
団
体
行
動
に

　

支
障
の
な
い
個
人

日
時
9
月
1
2
日
困

コ
ー
ス
越
前
大
野
駅
前
・
午
前

　

8
時
3
0
分
発
↓
勝
山
↓
農
業
試

　

験
場
↓
中
小
企
業
産
業
大
学
校

　

↓
武
道
館
（
昼
食
）
↓
食
品
加
工

　

研
究
所
↓
勝
山
↓
大
野
着
午
後

　

5
時
の
予
定
（
雨
天
決
行
）

定
員
先
着
5
2
人
（
初
参
加
優
先
）

持
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用
具

応
募
方
法
―
人
に
付
き
1
枚
の

　

往
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名

　

③
年
齢
④
電
話
番
号
と
⑤
9
月

　

1
2
日
大
野
市
出
発
県
政
バ
ス
希

　

望
と
書
い
て
〒
m
福
井
市
大
手

　

3
－
1
7
－
1
県
広
報
課
県
民
相

　

談
室
（
a
0
7
7
6
・
2
1
・
1
1

　

1
1
内
線
2
0
8
2
）
へ

●
バ
イ
ワ
に
も
自
賠
責
保
険

　

バ
イ
ク
に
も
自
動
車
損
害
賠
償

責
任
保
険
（
共
済
）
の
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク

は
車
検
制
度
が
な
い
た
め
、
保
険

の
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で

す
が
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
う
っ

か
り
せ
ず
、
し
っ
か
り
加
入
し
ま

　

原
付
バ
イ
ク
の
保
険
料
は
、
一

年
契
約
8
、
0
0
0
円
、
こ
年
契
約

1
1
、
3
5
0
円
、
三
年
契
約
1
ｙ

5
0
0
円
で
、
死
亡
事
故
の
と
き
は

2
、
5
0
0
万
円
ま
で
、
傷
害
事
故

の
と
き
は
1
2
0
万
円
ま
で
の
保

険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
手
続
き

は
損
害
保
険
会
社
、
同
代
理
店
（

バ
イ
ク
の
販
売
店
）
、
農
協
で
し
て

い
ま
す
。

　

違
反
す
る
と
、
6
ヵ
月
以
下
の

懲
役
ま
た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

で
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6
点
と
な

り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

暮
・
り
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

学習教材の訪問販売

高額な契約は慎重に

　

最
近
、
訪
問
販
売
に
よ
る
学

習
教
材
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
供
に
「
こ
の
教
材

を
使
う
と
勉
強
が
で
き
、

成
績
が
よ
く
な
る
」
な

ど
と
話
し
、
そ
の
気
に

さ
せ
、
親
も
巧
み
な
弁

舌
に
乗
せ
ら
れ
て
、
つ

い
契
約
し
て
し
ま
う
例

が
多
い
よ
う
で
す
。
後

に
な
っ
て
、
「
子
供
が
使

わ
な
い
の
で
解
約
し
た

い
」
な
ど
と
い
う
人
が

多
い
の
で
す
。
子
供
の

将
来
に
対
す
る
親
の
期

待
や
不
安
が
、
狙
わ
れ

る
原
因
の
よ
う
で
す
。

　

契
約
す
る
前
に
、
次
の
点
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
本
人
の
意
思
子
供
が
本

当
に
こ
の
教
材
を
使
っ
て
、
勉

強
を
続
け
て
い
け
る
か
ど
う
か

宿
題
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
も

考
え
合
わ
せ
て
判
断
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
、
子
供
自
身

の
意
思
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

②
教
材
の
内
容
や
送
り
方

　

内
容
が
、
使
っ
て
い
る
教
材

書
や
本
人
の
学
力
に
合
っ
て
い

る
か
ど
う
か
、
教
材
の
送
り

方
は
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
度
に
段
ボ
ー
ル
箱
何
杯
も
の

教
材
が
届
い
て
、
か
え
っ
て
や

る
気
を
そ
が
れ
て
し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

③
契
約
書
の
内
容
指
導
は

受
け
ら
れ
る
の
か
、
ど
ん
な
人

が
、
ど
ん
な
方
法
で
教

え
て
く
れ
る
の
か
、
そ

の
場
合
の
料
金
は
別
に

必
要
な
の
か
ど
う
か
、

な
ど
し
っ
か
り
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
指

導
で
は
、
ど
の
程
度
理

解
で
き
る
か
疑
問
で
す
。

割
安
だ
か
ら
と
、
何
年

分
も
ま
と
め
買
い
し
て

後
悔
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

④
金
額
と
支
払
い
方

法
総
額
は
い
く
ら
か

月
々
の
額
は
？
書
店
で
買
う
参

考
書
な
ど
に
比
べ
、
大
変
高
額

な
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
支
払

い
方
法
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
な
ど
で
、
お
困
り

の
人
は
、
市
消
費
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
生
活
環
境
課

内
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

3
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



・
ア
マ
無
線
国
家
試
験

　

第
3
級
・
第
4
級
ア
マ
無
線
技

師
の
国
家
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
3
級
：
八
月
6
日
出
・
4

　

級
・
：
H
月
4
日
間
・
H
日
間

試
験
地
金
沢
市

受
験
料
2
、
3
6
2
円

受
付
期
間
9
月
1
日
～
2
5
日

申
込
用
紙
請
求
先
暑
9
2
0
金
沢
市

　

尾
山
町
1
－
1
0
東
邦
生
命
金
沢

　

ビ
ル
内
日
本
無
線
協
会
北
陸
支

　

部
（
き
0
7
6
2
・
2
2
・
7
1

2
1
、
級
別
の
記
入
と
郵
便
切

手
2
4
0
円
同
封
）

一
「
心
の
健
康
」
に
つ
い
て

　
　

悩
み
ご
と
承
り
ま
す

　

心
の
健
康
の
こ
と
で
、
お
悩
み

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
心
の

健
康
や
、
精
神
疾
患
に
つ
い
て
、

本
人
に
限
ら
ず
、
家
族
や
関
係
者

か
ら
の
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

心
の
健
康
に
関
す
る
映
画
フ
イ

ル
ム
や
ス
ラ
イ
ド
の
貸
し
出
し
も

し
て
い
ま
す
。

相
談
日
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午

　

前
9
時
～
午
後
4
時
と
第
1
・

　

第
3
土
曜
日
の
午
前
9
時
～
H
一

　

時
（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
除
く
）

場
所
福
井
県
精
神
保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
福
井
市
四
ツ
＃
2
1
1
2
1

　

1
豊
0
7
7
a
）
・
5
3
・
″
0
7
戸
0

　

7
）

相
談
料
無
料

・
2
6
日
午
前
○
時
か
ら
5
分
間

　

電
話
が
通
じ
ま
せ
ん

　

N
T
T
大
野
支
店
で
は
、
市
内

の
6
4
局
・
6
5
局
・
6
6
局
の
電
話
交

換
機
を
最
新
型
の
デ
ジ
タ
ル
交
換

機
に
切
り
替
え
ま
す
。
切
り
替
え

は
9
月
2
6
日
困
午
前
O
時
か
ら
行

い
ま
す
。
こ
の
間
、
5
分
程
度
通

話
が
で
き
な
く
ま
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
切
り
替
え
で
、
今
秋
か
ら

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
や
国
際

電
話
の
自
動
即
時
化
な
ど
の
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

局
番
な
し
の
1
1
3
へ
ど
う
ぞ
。

●
無
料
交
通
事
故
相
談

　

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交

通
事
故
に
関
す
る
相
談
を
、
無
料

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
①
交
通

事
故
の
事
後
解
決
の
問
題
②
自
賠

責
保
険
・
任
意
保
険
の
請
求
に
関

す
る
問
題
・
手
続
き
な
ど
で
困
っ

て
い
る
人
に
専
門
の
相
談
貝
が
応

対
し
ま
す
。
弁
護
士
が
応
対
す
る

日
も
あ
り
ま
す
。
電
話
相
談
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午

　

前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
4
0
分

弁
護
士
相
談
日
毎
月
第
2
・
第

　

4
火
曜
日
の
午
後
1
時
～
4
時

会
場
福
井
自
動
車
保
険
請
求
相

　

談
セ
ン
タ
ー
（
福
井
市
大
手
3

　

1
7
1
1
繊
協
ビ
ル
5
階
5
0

　

2
号
室
）

電
話
相
談
a
o
7
7
6
・
2
2
・

　

3
2
8
2
（
直
通
）

●
終
戦
当
時
、
税
関
な
ど
へ

　
　

預
け
た
通
貨
返
し
ま
す

　

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
き
た
人
が
、
上
陸
港
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証

券
、
外
地
の
集
結
地
で
総
額
事
館

な
ど
へ
預
け
た
証
券
な
ど
で
、
日

本
へ
送
り
返
さ
れ
た
も
の
を
返
還

し
て
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方

は
敦
賀
税
関
支
署
福
井
出
張
所
（

福
井
市
豊
島
2
丁
目
6
－
3
6
容
0

7
7
6
・
2
2
・
1
8
3
2
）
へ
ど
ヽ
つ
ぞ
。

●
文
化
祭
の
出
演
者
と

　
　
　

出
品
作
品
募
集

　

第
2
4
回
市
総
合
文
化
祭
が
、
‥
1
1
1
1
一

月
2
日
溺
～
4
日
㈱
に
市
民
会
館

と
大
野
有
終
会
館
を
会
場
に
開
か

れ
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
芸
能
部

門
の
出
演
者
と
展
示
部
門
の
出
品

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

芸
能
部
門
個
入
ま
た
は
団
体
で

　

の
演
奏
、
民
謡
、
踊
り
な
ど

展
示
部
門
絵
画
、
書
道
、
工
芸

　

写
真
、
余
技
作
品
な
ど

申
込
先
芸
能
部
門
は
9
月
2
0
日

　

出
ま
で
に
、
展
示
部
門
は
1
0
月

　

3
1
日
出
ま
で
に
市
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
文
化
係
（
容
6
6
・

　

―
―
I
I
内
線
5
4
2
）
へ

●
無
料
登
記
法
律
相
談

　

県
司
法
書
士
会
と
土
地
家
屋
調

査
士
会
で
は
、
1
0
月
1
日
。
「
法
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
無
料
で
、
土

地
や
建
物
の
登
記
や
こ
れ
に
関
連

す
る
い
ろ
い
ろ
な
法
律
上
の
問
題

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
1
0
月
1
日
㈲
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時
。

会
場
大
野
公
民
館
（
明
倫
町
3

　

－
2
8
容
6
6
・
2
8
2
8
）

●
医
薬
品
の
副
作
用

　
　
　

被
害
救
済
制
度

　

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
副
作
用
に
よ
る

健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

医
療
費
な
ど
の
給
付
で
被
害
者
を

救
済
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
暑
1
7
0
東
京
都
豊

島
区
束
池
袋
3
－
―
－
I
サ
ン
シ

ヤ
イ
ン
6
0
・
2
6
階
・
医
薬
品
副
作

用
被
害
救
済
研
究
振
興
基
金
総
務

部
相
談
係
（
容
0
3
・
9
8
8
・
2
1
0

1
）
へ
。

参加者募集

奥越写9ソン和泉大会

　

大野・勝山地区広域行政事務組

合などでは、第10回記念奥越マラ

ソン和泉大会の参加者を募集して

います。

期日10月14日（日）（雨天決行）

　

受付午前8月30分、開会式午前

　

10時30分、発走午前11時20分。

会場九頭竜国民休養地（和泉村

　

角野、受付・開会式・ゴール）

種目①20≒…一般男子②10≒…

　

一般男子・女子（いずれも高校生

　

を含む）③5リ‥29歳以下（高

　

校生を含む）・30歳以上・40歳以

　

上の男子、中学生男子、一般女

　

子（高校生を含む）④3≒…50

　

歳以上男子、小学5・6年生男子、

　

30歳以上女子、中学生女子、小

　

学5・6年生女子⑤2≒…小学

　

4年生以下の児童とその親

参加料①小・中学生400円②高校

　

生500円（19歳以上は一般）④

　

一般・親子1，000円

締切9月14日（匍

申込先①大野・勝山地区広域行

　

政事務組合（暑912大野市天神町

　

1－1大野市役所内豊66・1111内

　

線291）②大野市教育委員会体育

　

課③福井新聞大野支社ほか



’
9
K
≫
＼
≫
＊
＊散ま

⑩
上
庄
中
学
校

　

「
松
の
み
ど
り
に
い
ら
か
映
え
、
礎
か
た
き

学
び
舎
に
」
七
校
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
環
境

は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。
上
庄
中
学
校
（
武

田
知
道
校
長
・
生
徒
数
百
九
十
四
人
）
は
、
郷

土
力
士
大
徹
忠
晃
関
の
母
校
で
あ
り
、
現
在

の
校
舎
は
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
完
成
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
整
地
を
終
え
ま
し
た
。
‘

　

本
校
は
、
ス
キ
ー
競
技
で
は
こ
こ
十
二
年

県
大
会
で
連
続
優
勝
し
、
安
定
し
た
実
力
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
も
県
大
会
で
は
三
位
に
な
り
、
北
信
越

大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
玄
関
の
す
ぐ
近
く
に
多
目
的
ホ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
読

書
を
し
た
り
、
ギ
タ
ー
を
ひ
い
た
り
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
活
の
時
間

や
い
ろ
い
ろ
の
会
合
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
は
全
員
自
転
車
通
学
で
す
が
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
を
励
行
し
、
事
故
防
止
に
は

特
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
年
十
月
五
日
に
は
、
小
山
幼
稚
園
・
上

庄
小
学
校
と
と
も
に
県
視
聴
覚
教
育
研
究
大

会
の
会
場
と
な
り
ま
す
。
研
究
主
題
は
「
ひ

と
り
ひ
と
り
の
理
解
を
深
め
、
学
習
能
力
を

高
め
る
指
導
の
あ
り
方
－
視
聴
覚
教
材
の
活

用
を
と
お
し
て
I
」
で
す
が
、
特
に
放
送
教

育
に
主
眼
を
置
き
、
毎
日
の
授
業
に
積
極
的

に
視
聴
覚
教
材
の
利
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

体
育
館
に
は
校
訓
「
根
気
…
創
造
・
敬
愛
」

の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
体
力
面
ば

か
り
で
な
く
、
道
徳
や
学
習
面
に
も
力
を
入

れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
人
教
育
を
目
指

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
各
教
室
に
は

　

「
学
習
ル
ー
ル
1
0
力
条
」
、
「
今
年
度
重
点
3

ヵ
条
」
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民のうごき

8月1日現在 前月比

世帯数 11，287世帯 ＋7世帯

人口

男 42，249人 △7人

女 20，257人 △5人

計 21，992人／△2人

7月中の異動
転人 68人 転出 27人

出生 67人 死已ニ35人

市内の交通事故状況（年ル6・計）

件数内訳
平成2年　
7月末

平成元年　7月末増減

総件数 233件 204件 ＋29件

人身

事故

件数 99件 100件 一1件

死者 1人 1人 士O人

傷者 128人 138人 －10・人

物損事故 134件 104倅 ＋30一件

表
紙
の
こ
と
ば

　

甲
子
園
初
出
場
が
決
ま
り
、

野
球
部
以
上
に
特
訓
し
た
の
が

応
援
団
。
団
長
の
花
吉
君
を
中

心
に
練
習
の
成
果
を
存
分
に
披

露
し
ま
し
た
。
大
高
生
徒
は
、

ブ
ル
ー
の
T
シ
ャ
ツ
に
統
一
。

チ
ア
ガ
ー
ル
は
、
赤
白
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
姿
で
登
場
。
周
り
を

埋
め
た
市
民
と
共
に
二
時
間
余

り
の
大
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

市
内
の
バ
ス
会
社
が
手
配
し

た
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ス
は
8
2
台
、

J
R
の
臨
時
列
車
の
利
用
者
は

4
3
7
人
、
こ
れ
だ
け
で
市
民

の
1
0
％
余
り
が
甲
子
園
に
行
っ

た
こ
と
に
な
る
。
路
上
に
張
ら

れ
た
横
断
幕
は
4
0
張
、
建
物
な

ど
に
張
ら
れ
た
懸
垂
幕
も
2
0
張

り
は
下
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
も
記
録
破
り
の
数
宰
だ
。
（
平
）

－、、見i弓・

　

職
場
の
課
長
の
息
子

さ
ん
夫
婦
が
、
一
ヵ
月

ほ
ど
の
海
外
滞
在
か
ら

東
京
の
わ
が
家
に
戻
っ

た
と
こ
ろ
、
夏
草
が
生

い
茂
り
、
刈
り
取
り
に

困
っ
た
と
い
う
。
夏
草
は
ち
ょ
っ
と
雨
降
り
が

続
い
た
り
、
忙
し
さ
に
紛
れ
て
油
断
し
て
い
る

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
生
い
茂
り
、
手
が
つ
け

ら
れ
な
く
な
る
？
わ
が
家
で
は
八
十
七
歳
に
な

る
母
が
、
さ
ほ
ど
広
く
も
な
い
庭
を
七
、
八
月

中
、
朝
夕
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
こ
つ
こ
つ

草
取
り
を
や
っ
て
い
た
。
病
気
や
非
行
防
止
と

同
様
、
早
期
発
見
、
早
期
防
除
こ
そ
夏
の
庭
の

手
入
れ
に
は
欠
か
せ
な
い
よ
う
だ
？
雑
草
と
ひ

と
口
に
い
う
け
れ
ど
、
こ
の
間
も
大
野
城
周
辺

の
草
取
り
で
、
オ
オ
バ
コ
に
似
た
草
を
引
き
抜

い
た
ら
、
い
や
そ
の
根
の
長
い
こ
と
。
2
0
～
3
0

勺
も
あ
り
、
そ
の
先
端
に
は
米
粒
大
の
球
根
が

い
く
つ
も
つ
い
て
い
た
。
地
土
で
の
外
見
は
何

の
変
哲
も
な
い
の
に
、
根
は
ガ
ッ
チ
リ
と
八
方

に
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
生
活
力
の
し
た
た
か
さ
に

改
め
て
驚
嘆
し
た
？
い
じ
め
と
か
受
験
の
失
敗

な
ど
で
簡
単
に
若
い
命
を
捨
て
る
子
ら
の
報
道

を
知
る
に
つ
け
、
な
ん
で
も
っ
と
雑
草
の
よ
う

に
、
踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
起
き
土
か
っ
て

生
き
よ
う
と
し
な
い
の
か
と
、
無
念
の
思
い
を

す
る
こ
と
も
再
々
で
あ
る
？
最
近
は
人
手
と
カ

ネ
と
や
さ
し
さ
に
囲
ま
れ
て
、
温
室
育
ち
の
子

ど
も
が
非
常
に
多
い
。
せ
め
て
草
む
し
り
ぐ
ら

い
は
P
T
A
や
お
年
寄
り
に
た
よ
ら
ず
、
子
ど

も
の
仕
事
と
さ
せ
た
い
も
の
だ
。
雑
草
の
生
命

力
の
ふ
し
ぎ
さ
と
か
、
人
間
の
生
き
方
な
ど
、

こ
の
中
で
語
れ
る
先
生
や
親
で
あ
り
た
い
と
強

く
思
う
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
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総
務
課
広
報
広
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係
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6
6
・
1
1
1
1
）
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